
孤独死の不安

独居の高齢者の場合、戸室内で死亡して発見が遅れるな
どの事例を聞きます。このような事例を防ぐためにどのよ
うな対策をとったらよいでしょうか。

介護保険サービスを受給している高齢者の場合は、担当
のケアマネージャー（介護支援専門員）が付き、日々の生
活に訪問介護やホームヘルプサービス等の介護サービスが
組み込まれていることが多いため、これらが「安否確認」
の役割を果たし、発見が遅れるというケースは少ないで
しょう。

一方、介護保険サービスを受けていない、比較的元気な
高齢者の場合は、市町村が実施している高齢者福祉サービ
スや民間事業者が提供しているサービスを利用することで
「安否確認」を行う方法があります。

具体的に、市町村が実施しているものとしては「緊急通
報機器の貸し出し」、「配食サービス」などが、民間事業
者が実施しているものとしては、「電気ポットでの見守
り」、「ガスメーターでの見守り」などがあります。

このように、貸主一人で解決しようと考えるのではなく、
市町村のサービスや地元の民生委員などの地域の力の活用
したり、賃貸借契約に安否確認サービスの利用を盛り込ん
でみてはいかがでしょうか。

【体験談】緊急通報機の貸出サービスを利用しています。

当社では高齢者の入居の相談があった場合は、市の緊急
通報機の貸出サービスを利用してもらうことで、孤独死の
リスクを減らすようにしています。

最初は、このようなサービスの申し込み方法がわからず
戸惑っていましたが、最近では高齢者につきそって市役所
に申し込みに行くことが多くなりました。

このような工夫により、体調の異常を感じた高齢者が緊
急通報装置を使うことで、動けないでいるところを発見さ
れるなど、孤独死の防止を実践しています。

戸室内の事故を防ぐために
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○○○○（株）代表取締役 ○○○○さん

創業××年、豊かな暮らしと住みよいまちづくり
を目指した家主業を行い、近年では空家対策として
高齢者の入居に注目している。

（株）○○○○ 【○○○○サービス】

専用の緊急通報機からの通報により警備員等が駆
けつけ、必要な対応を行うサービス。


